
2 0日

よい風習を育て
住みよい環境をつくる。

〕 交通規則を守り、事故をお乙さないようにする。
1 家の内外をきれいにし、気持のよい環境をつくる

期
期

(大洲市民憲章)
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市の人口(10月1日)

人口 38.423人
男 18.230人女

世帯数 10.445世帯
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集総務課

20.193人

(1) 

市県民税
{呆・険税

山塁
本委

朝定

一
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
に
山
本
朝

一
一
氏
(
大
川
)
が
臨
時
市
議
会
で
推
薦

一
さ
れ
、
十
月
五
日
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

氏
さ

つ

、ー

あ

議
長
米
沢
氏
・
副
議
長
湯
川
氏

米

沢

忠

重

大
洲
市
議
会
議
長

市
議
会
議
員
改
選
後
は
じ
め
て
の
市
議
会
(
臨
時
議
会
)
は
、
十
月
五
日
に
関
か
れ
、
正
副
議
長
の
選

挙
で
議
長
に
米
沢
忠
章
氏
、
副
議
長
に
湯
川
順
一
氏
を
選
び
、
続
い
て
一
般
会
計
補
正
予
算
ゃ
、
母
子
家

庭
医
療
費
朗
成
条
例
な
ど
原
案
ど
お
り
可
決
レ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

整会i~I暴;祭:換機

母
子
家
庭
の
医
療
費
を
助
成

十

月

日
か
ら
実
施

二
十
四
名
の
新
議
員
決
る

郵
便
貯
金
奨
励

運
動
を
実
施

任
期
満
了
に
伴
う
大
洲
市
議
会
議
員

選
与
は
、
九
月
二
十
八
日
投
票
、
即
日

開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
議
員
に
次
の
二
十
四
人
の
方
々
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
(
イ
ロ
ハ
順
)
(
敬
称
略
)
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葉
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金
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洲
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田

伝

回

自

民

柳

沢

中

川

喜

信

臼

自

民

平

野

向

井

金

重

幻

自

民

新

谷

祖
母
井
命
長
田
自
民
八
多
喜

も
み
じ
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

開
幕
近
づ
く

× 
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市制施行20周年記念行事の一環として、 27回商工ま

月 行 事 名 所|
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つりを次のとおりはなばなしく開催いたします。

り行事ずつま工商



運
動
会
び
よ
り
と
な
り
ま
し
た
。

運
動
会
は
、
入
場
行
進
か
ら
は
じ
ま

り
、
出
場
者
を
紅
白
に
わ
け
、
王
入
れ

借
物
競
争
、
綱
引
き
、
「
会
長
変
身
」

の
仮
装
競
争
、
紅
白
対
抗
D
レ
i
に
運

動
場
は
熱
狂
、
「
い
い
婦
人
会
だ
な
あ

」
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
シ
ス
が
一
段
と
花
を

そ
え
、
日
ご
ろ
家
業
や
家
事
に
追
わ
れ

て
い
る
婦
人
の
集
り
と
は
思
え
ぬ
見
事

市
制
二
十
周
年
と
連
合
婦
人
会
発
足
一
な
競
伎
に
約
千
人
の
観
衆
は
、
高
援

二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
村
上
市
長
、
一
を
送
り
楽
し
い
一
日
を
す
ご
し
ま
し

大
川
教
育
長
を
迎
え
、
連
合
婦
人
会
の
一
た
。

体
育
祭
が
十
月
十
三
日
南
中
学
筏
ク
一
フ
一
当
日
は
、
公
民
館
、
教
育
委
員
会
、

ワ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
レ
た
。
一
青
年
団
な
ど
が
協
力
、
競
技
の
進
行
を

乙
の
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
も
よ
い
一
行
い
、
記
怠
す
べ
き
こ
の
体
育
祭
は
盛

の
空
も
、
次
第
に
晴
聞
を
見
せ
絶
好
の
一
会
襖
に
終
り
ま
レ
た
。

(2) 日2 0 昭和 49年 10月事院届EF持... 
麟酬拠出年金給付機蹴
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見

事

な

競

技

に

声

援

大
奥洲
旨市
曲二指

所め定
有天
者キ妓

ン記

モ念

ク物

セ法
イ

如

秋
の
火
災
予
防
運
動

判
消
火
器
・
水
バ
ケ
ツ
の
準
備
、

へ
発
見
が
間
早
け
れ
ば
消
火
は
容
易

消
防
機
関
に
お
い
て
は
全
国
い
っ
せ
一

ω暖
房

器

具

の

安

全

点

検

一

で

あ

る

)

い
に
秋
の
火
災
予
肪
運
動
を
行
い
ま
す
一
(
調
子
の
悪
い
も
の
は
修
理
し
て
一
審
職
場
で
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い

今
年
は
全
国
的
に
出
火
件
数
、
死
傷
一
か
ら
使
用
す
る
)
一
乙
と
。

者
と
も
に
前
年
同
期
を
上
回
っ
て
お
り
一
同
老
人
・
幼
児
・
病
人
の
就
寝
場
所
一

ω指
定
場
所
に
お
け
る
喫
煙
の
徹
底

家
庭
で
は
も
ち
ろ
ん
の
乙
と
職
場
に
お
一
の
点
検
。
一
同
火
山
明
使
用
場
所
の
整
理
整
頓

け
る
出
火
防
止
と
人
命
の
安
全
備
保
が
一
(
焼
究
す
る
乙
と
が
多
い
の
で
、
一

ω通
報
連
絡
の
徹
底

特
に
望
ま
れ
ま
す
。
一
で
き
れ
ば
一
階
の
避
難
し
や
す
い
一
例
消
火
設
備
使
用
方
法
の
習
熟
一
@
火
災
予
防
運
雷
の
統
一
標
語

細

い

注

意

に

よ

っ

て

火

災

を

予

防

し

一

所

が

よ

い

)

一

例

避

難

経

路

の

確

認

一

「

生

活

の

一

部

に

ま
し
ょ
う
。
一
例
た
ば
こ
の
投
げ
す
て
、
寝
た
ば
と
一
⑨
病
院
・
旅
館
・
大
臣
舗
等
多
数
の
者
一
し
よ
う
火
の
点
検
」

⑨
家
庭
で
実
施
レ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
一
を
や
め
る
。
一
が
収
容
ま
た
は
出
入
レ
て
い
る
防
火
一

と

。
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(
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の
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l
ト
1
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B

j
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九

芳
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の

年

に

拡

に

淵

※

年

金

額

日
月
お
日
か
ら
ロ
月
2
H
ま
で

年笠弘J 砲頚 '/"(1;咋'~jj還)[ ""'('4雨時ら)

老令年金 (10年年金) 174.150円

老令年金 (5年年金) 111.456円

老令年金(25年年金) 278.640円

老(2令5年年年金金付加の場合) I 300.000円| 348.300円

年
金
の
額

寺

如
法
寺
境
内
を
約
三
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
登
ワ
た
と
こ
ろ
に
如
法
寺
奥
旨

軒
(
開
山
堂
)
が
あ
り
、
キ
ン
モ
ク

セ
イ
は
奥
旨
軒
の
南
下
斜
面
の
石
段

左
側
に
あ
り
ま
す
。

乙
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
地
上
一
メ

ー
ト
ル
で
八
分
岐
レ
、
そ
の
内
三
幹

は
大
形
で
他
の
豆
幹
は
小
形
で
、
最

大
幹
の
目
通
り
周
は
一
・
四
三
メ
ー

ト
ル
高
さ
は
約
十
二
メ
ー
ト
ル
あ
り

ま
す
。キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
中
国
原
産
で
各

所
に
庭
ぶ
と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
こ
れ
ほ
ど
の
大
樹
は
稀
で
、
校

の
下
の
方
は
下
垂
し
て
い
て
老
大
木

↑
校
の
方
は
下
垂
し
て
老
大

木
を
思
わ
せ
る

乙
と
。
仙
避
難
体
制
の
確
保

同
避
難
経
揺
の
案
内

伺
避
難
誘
導
の
徹
底

判
避
難
路
の
確
保

同
避
難
訓
練
の
実
施

同
消
防
用
設
備
等
の
総
持
点
検
の
実

施

l 現在の年金額 I スライド後qの年年q金額
区分 (49年8月迄)I (4 月から)
子1人のとき 川 O問 l 278.640円

2人の子供から加算 9.600円 l 9.600円

3人の子供から加算 4.800円

※
1
年
金
額

準母子年金、遺児年金の年金額は、母子年金と同額です。

寡婦年金 (主人と死別したとき)

老令年金をもらえる条件lζ満している夫が年金を受けずに死亡したとき。

※年金額夫が受けられるはずの老令年金の半額。

を
思
わ
せ
ま
す
。
十
月
に
は
黄
金
色

の
花
か
ら
芳
香
を
た
だ
よ
わ
せ
て

く
れ
ま
す
。
乙
の
樹
は
、
あ
る
い
は

盤
珪
国
師
の
愛
樹
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

奥
旨
軒
は
滋
珪
国
師
の
日
夜
修
業

の
場
で
あ
り
ま
レ
た
。
国
師
遷
佑
の

後
は
分
骨
遺
髪
を
埋
葬
し
た
聖
地

で
、
国
師
の
等
身
大
の
彫
像
も
安
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
乙
の
奥
旨
軒
と

共
に
永
久
に
保
仔
す
べ
き
文
化
財
で

あ
り
ま
す
。

(
な
お
愛
媛
県
指
定
木
と
し
て
有
名

な
新
情
浜
市
飯
岡
産
で
地
上
四
分
岐

し
、
最
大
目
通
り
周
一
・
五
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
十
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。
)市教
育
委
員
会

十
二
時
二
十
分
か
ら
同
四
十
五
分
ま
で

の
二
十
五
分
岡
N
E
K総
合
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
ま
す
。

H
H

お

目

。

旧
大
洲
公
会
堂
内
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
室

家
庭
児
童
相
談
日

常
日
市
福
祉
事
務
所

こ
と
レ
も
計
量
器
の
定
期
検
査
を
実

施

わ

た

し

ま

す

。

一

川

月

幻

自

計
量
法
に
よ
り
商
品
取
引
に
使
用
す
一
日
月
3
日

る
計
量
器
は
、
必
ず
検
査
を
受
け
な
け
一
ヂ
月
4
日

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

p
m日

検
査
の
手
数
料
は
、
棒
は
か
り
十
円
一
P

げ
日

t
五
十
円
台
は
か
り
百
一
一
+
円

t
一
ヂ
幻
自

ニ
百
四
十
円
凶
は
か
り
四
十
円
1
一
伊
川
品
目

二
百
円
指
示
は
か
り
六
十
円
1
百
一
診
擦
時
間

円

程

度

で

す

。

一

検
査
日
程
表
は
、
各
地
区
の
区
長
さ
一

ん
を
通
じ
て
回
覧
し
ま
す
。

く
わ
レ
い
乙
と
は
市
商
工
観
光
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

相
談
の
ご
案
内

一
交
通
事
故
相
談
日

一

日

月

日

目

印

時

i
m時

古
制
施
行
二
十
周
年
記
念
行
事
の
二
収
録
さ
れ
ま
し
た
。
一
大
洲
市
役
所
第
一
会
議
室

っ
と
レ
て
十
月
八
百
六
洲
ゴ
ル
フ
場
に
一
出
演
は
、
フ
ォ
ー
ク
の
女
子
森
山
良
一
人
権
相
談
日

お
い
て
、

N
H
Kテ
レ
ビ
土
曜
ア
ル
パ
一
子
と
声
量
豊
か
な
上
条
恒
彦
、
そ
れ
に
一
日
月

μ
日

目

時

1
M時

ム
グ
あ
る
日
の
午
後
。
の
公
開
録
画
か
一
地
元
青
年
一
一
一
+
人
が
加
わ
っ
て
の
ホ
l
一
旧
大
洲
公
会
堂
内
社
会
福
祉
協

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
必
配
さ
一
ム

Y
ン
グ
。
上
条
恒
彦
の
ゴ
ル
フ
教
一
議
会
事
務
室

れ
た
天
候
も
快
晴
前
夜
来
の
雨
に
あ
ら
一
室
、
森
山
良
子
の
グ
メ
イ
F

パ
ッ
ト
な
一
心
配
ご
と
相
談
日

わ
れ
た
周
囲
の
山
々
の
緑
が
く
っ
き
一
ど
に
多
く
の
観
衆
は
芳
笑
と
拍
手
の
連
一
日
月
1
日

日

時

i
M時

り
と
映
え
、
す
い
つ
け
ら
れ
る
ば
か
り
一
続
。
た
の
し
い
収
録
風
景
で
し
た
。
一
夕
日
日

h
T

の
九
番
ホ
l
ル
の
グ
リ
J
lン
を
中
心
に
放
映
は
、
十
一
月
一
一
日
(
土
)
午
後
」
ク
ぬ
日

放

映

は

十

月
二
日

ム
、
む
だ
買
い
(
無
理
費
い
)
(
無
意
味
な
貿
い
急
ぎ
は
し
な
い

農

事

メ

モ

衝

動

買

い

、

家

輩

出

力

以

上

の

消

)

民

-

.

‘

.

|

費

ュ

、

ゅ

う

き

を

も

っ

て

、

ゆ

め

を

失

生

沼

メ

、

め

く

ら

買

い

わ

ずか
っ
と
よ
い
、
み
た
め
が
き
れ
い
(
イ
ン
フ
レ
下
で
も
、
生
活
設

庁
あ
な
た
も
ヤ
イ
ユ
エ
ヨ
婦
人
に
d

使
用
価
値
、
耐
久
性
を
無
視
計
の
夢
を
失
な
っ
て
は
い
け
な

狂

乱

的

な

物

価

上

昇

の

な

か

で

、

モ

、

も

ん

な

し

買

い

い

)

私
達
は
、
消
費
態
度
の
合
理
化
と
い
予
算
も
な
い
の
に
買
い
も
の
ば
か
工
、
え
ら
ぴ
ぬ
く
、
え
い
ぞ
く
せ
い

う
姿
勢
を
貫
く
よ
う
心
が
け
な
け
れ
り
し
た
が
る
電
気
製
品
な
ど
の
耐
の
あ
る
も
の
を

ば

い

貯

ま

せ

ん

。

久

消

費

財

は

毎

月

の

収

入

の

一

割

(

す

ぐ

れ

て

い

る

も

の

、

性

能

そ
乙
で
、
「
マ
ミ
ム
メ
モ
婦
人
」
以
内
く
ら
い
で
返
済
で
き
る
も
の
の
良
い
も
の
を
中
心
に
選
ぶ
)

か

ら

「

ヤ

イ

ユ

エ

ヨ

婦

人

」

と

な

っ

を

ノ

ヨ

、

よ

さ

ん

の

中

で

、

ょ

ゅ

う

を

も

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
一
つ
一
つ
が
少
な
く
な
れ
ば
な
っ
て

マ
ミ
ム
メ
モ
婦
人
と
は
次
の
よ
う
る
ほ
ど
、
消
費
の
合
理
化
は
進
ん
で
(
予
算
を
決
め
て
、
そ
れ
を
守

な

買

い

方

を

す

る

人

で

す

。

き

ま

す

。

り

ぬ

く

態

度

に

徹

す

れ

ば

、

自

マ
、
ま
ど
わ
さ
れ
買
い
逆
に
、
望
ま
し
い
、
こ
れ
か
ら
ど
ら
余
裕
も
出
て
き
ま
す
)

広
告
、
宣
伝
、
流
言
へ
例
、
ト
イ
ん
ど
ん
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
消
以
上
の
よ
う
な
態
度
で
買
い
物
を

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
洗
剤
の
買
い
質
態
度
は
、
ヤ
イ
ユ
エ
ヨ
消
費
で
す
す
る
乙
と
で
す
。

あ
さ
り
等
)
ヤ
、
や
す
く
、
ゃ
く
に
た
つ
も
の
を
主
婦
一
人
一
人
が
賢
乙
い
消
費
者

ミ

、

ミ

エ

貰

い

(

使

用

価

値

が

あ

る

も

の

を

と

な

っ

て

イ

ン

フ

レ

に

ぶ

つ

か

っ

て

隣

、

近

所

、

友

人

、

知

人

が

買

っ

)

ほ

し

い

と

思

い

ま

す

。

た

か

ら

ィ

、

い

る

も

の

を

、

い

そ

か

ず

に

大

淵

農

業

改

良

普

及

所

中
央
病
院
④
4
5
5
1

ヂ

ヂ

。

ん

ダ

ク

9

0

'

-

p

 

o

'

h

v

 

hグ

h
v

午
前
八
時
半
1
午
後
六
時

図
書
館
庇
胤

M

l
新
刊
図
書
案
内

i

食
べ
る
だ
け
だ
や
せ
る
健
康
食

愛
媛
県
の
歴
史
散
歩

日
本
の
美
と
心
4
鎌
倉

i
室
町

警
察
時
事
年
鑑
第
9
巻

や
わ
ら
か
い
頭
(
森
政
弘
・
片
山

奇
人
変
人
御
老
人
(
永
六
輔
)

草
思
堂
随
筆
(
吉
川
英
治
)

史
斜
館
所
蔵
史
料
目
録
第
お
集

ブ
D
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
奥
日

美
術
年
鑑
一
九
七
四
年
版

人
間
天
皇
の
素
顔
(
鈴
木
一
)

新
今
治
市
誌
(
今
治
市
誌
編
纂
会
)

拾
遺
和
歌
集
下
(
山
口
秀
二
編
)

大
海
桑
上
(
和
同
茂
樹
編
)

創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集
(
商
大

伊
予
史
談
第
一
一
一
四
・
二
一
玄
号

生
命
を
語
る
第
一
二
三
巻

詩
集
青
年
の
諮
(
池
田
大
作
)

き

の

う

き

ょ

う

(

庁

)

私
の
釈
尊
観

(

F

)

平
和
へ
の
行
脚
(
斎
藤
康
一
)

句
集
間
引
菜
(
直
本
笑
美
)

日
本
国
語
大
辞
奥
第
日
替

佐
伯
卯
四
郎
追
想
録
(
電
通
名
古
屋

使
徒
聖
ヨ
ハ
ホ
に
学
ぶ
(
佐
々
木
)

末
世
を
生
き
心
(
山
田
無
文
・
水
上

歴
史
に
何
を
学
ぶ
か
(
羽
仁
・
井
上

氷
川
清
話
付
勝
海
舟
伝
(
勝
部
)

水
平
運
動
資
料
集
成
第
3
巻

日
本
外
交
史
別
巻
4

地
図

中
国
の
詩
集
カ
一
フ
l
版

-
屈
原
詩
集
黒
須
重
彦
訳

2
陶
淵
明
詩
集
富
士
正
晴
訳

3
E維
詩

集

原

田

憲

雄

訳

4
李
太
白
詩
集
藤
原
定
訳


